
　平成１８年３月２０日の相模原市、津久井町及び相模湖町の１市２町による
合併に伴い、二つの町では議員の数が大幅に減ることなどから、『住民の
声が行政に届きにくくなるのでは？』などの心配の声がありました。そこ
で、２町の区域の住民の声を行政に反映しやすくすることなどを目的とし
て、「地域自治区」を設置することとしました。
　また、現在の津久井町及び相模湖町の各役場は、「総合事務所」となります。
　今回は、この ｢ 地域自治区 ｣ と「総合事務所」の概要についてお知らせ
します。

◎地域自治区とは？
　地域自治区は、これまでの津久井町、相模湖町の文化や歴史などの特色
を活かし、新市における一体的なまちづくりを円滑に進めるために、１市
２町の協議により、合併後、概ね５年間について津久井町、相模湖町の区
域を単位に設置します。
　また、まちづくりに関する住民代表の組織として各地区の代表、学識経
験者、公募委員などを構成員とする「地域協議会」を設置します。

◎相模原市では
　相模原市では、都市規模の拡大による分権の必要性や市民と行政とのパート
ナーシップによるまちづくり等を背景として、政策研究を担当する部署である
「さがみはら都市みらい研究所」が、平成１５～１６年度の２年間にわたり市内の
都市内分権を想定した研究に市民の皆様とともに取り組みました。その結果、
「地域課題を地域が主体的に解決できるよう、団体や市民が連携して事業を計
画し、実施する仕組みづくり」、「身近なところで行政サービスを提供できる
行政体制の仕組みづくり」を「都市内分権に関する研究」としてまとめました。
　今後は、この研究を踏まえて、都市内分権を進めるために、市役所内に検討
組織を設けるほか、地域において市民一人ひとりが身近な環境美化や安全・安
心、地域福祉などの課題に取り組み、より豊かなコミュニティを創造するため、
「地域を考える場」を設け、協働して解決する「地域パートナーシップモデル事
業」を実施していく予定です。
　また、津久井町及び相模湖町に設置する地域自治区も、都市内分権のあり方
の一つと考えられることから、両地区の地域自治区の実践も参考にしながら、
５年を目途に、新市全体の都市内分権のあり方などの検討を市民の皆様ととも
に進めていく予定としています。

相模原市・津久井町・相模湖町合併協議会
　津久井町と相模湖町の区域に地域自治区が設置されます ・・ １面

相模原・津久井地域合併協議会（　　　　　　　）
　住民発議に伴い設置した合併協議会の協議状況の公表について ・・ ２面

相模原市・藤野町合併協議会
　第４回相模原市・藤野町合併協議会開催のお知らせ ・・・・ ２面

相模原市・城山町　
津久井町・相模湖町

●合併に伴い住所の表示が次のように変わります
　　津久井町と相模湖町は、「津久井郡」の部分が「相模原市」に、
「まち」と読んでいた部分が「ちょう」という読み方に変わります。

現在と変わりません。相模原市

（現在）津久井郡津久井 町 中野○○番地
まち

（合併後）相模原市津久井町中野○○番地
津久井町

（現在）津久井郡相模湖 町 与瀬○○番地
まち

（合併後）相模原市相模湖町与瀬○○番地
相模湖町

 　 
ちょう

 　 
ちょう


